
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲におおわれながらもバス旅行日和の空の下、９月７日（木）事務局の人たちの見送りを受け

ながら、７７名の参加で出発です。最初の見学地は佐倉市にある国立歴史民俗博物館です。９時

半開館の１０分ほど前でしたので、早速記念撮影をしました。 

第１展示室「原始・古代」はリニューアルのため閉鎖中でしたが、第２展示室「中世」（平安時

代から安土桃山時代まで）、第３展示室「近世」(江戸時代)、第４展示室「民俗」(列島の民俗文化)、

第５展示室「近代」(１９世紀後半から１９２０年代まで)、第６展示室「現代」(１９３０年代か

ら７０年代)の６つに分かれています。見学時間は２時間。長いと感じるのは各自の興味関心によ

りますが、各展示室のＩＴを駆使した装置は時間がたつのを忘れさせるのに十分でした。 

 

 

 

 

 

 

 

次は３０分バスに揺られ、成田山新勝寺に向かいました。駐車場は既に観光バスが数台駐車、

昼食場所は大勢収容できるところ、号車ごとに３テーブルずつ色とりどりの食材を堪能しました。

その後は自由参拝でした。正五九詣り（しょうごくまいり）といって、正月・五月・九月におま

いりすると、普段の月よりもご利益を得ることができるそうです。 

最後は香取郡神崎町にある道の駅「発酵の里こうざき」でショッピングです。ちょっと小雨が

ぱらつき、雨具の出番がありました。野菜・発酵食品などの大きなお土産袋を抱え、バスに戻っ

た方が多かったです。篠崎駅でも傘が必要でしたが、事務局のお迎えがありました。皆さま、お

疲れさまでした。 

集合写真 ２号車 集合写真 １号車 
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７月２２日（土）第１２回江戸川総合人生大学祭が、タワーホール船堀にて開催されました。

テーマは「地域とともに ～明日のためにできることを 今はじめよう～」です。 

大学祭は、実行委員長の合図によりスター

トしました。各学科のブースはそれぞれの特

長を生かしてテーマを掲げ、体験コーナーも

設けられて大盛況でした。子どもたちも大勢

訪れ、興味深く参加していました。ステージ

では各学科の発表、区長の挨拶、学科長のト

ークショー、同窓会のボランティアグループ

の発表などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

３階の産業振興センターでは、同窓会コーナーお休み処「よってこ」が設けられました。ボラ

ンティアグループの活動紹介や同窓会クラブ活動の掲示物に見入る人、体験コーナーでは牛乳パ

ックで作るパッチンガエルと折り紙に参加する親子連れなどがありました。また喫茶コーナーで

は、久しぶりに出会った同窓生たちがにこやかに談笑する光景が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージではフラダンスや日本舞踊の披露がありました。今年は参加型体験として、フラダン

スを実際に踊ってみるコーナーもあり、最後の盆踊りでは、来場者も輪に入って楽しく和やかな

雰囲気に包まれました。１階ステージのフィナーレでは、北野学長と参加者が一体となって歌い、

「来年もみんなで」をコールしながら幕を閉じました。 

 

 

 

 

 

 

第１２回 江戸川総合人生大学祭 

学科長のトークショー 

チームレインボー フリージア・芙蓉の会 うたごえ喫茶 

江戸川区のキャラクターお祭り大

好き「ハッピィちゃん」もご来場！ 

活動紹介パネル 体験コーナー 

フラダンス 日本舞踊 盆踊り 



 

 

 

８月２１日（月）篠崎文化プラザにおいて「在校生と人大ボラ連の集い」が開催されました。 

在校生と卒業生５７名、ボランティアグループ２３組３０名、クラス幹事、ボラ連世話人、事務

局で１７名、合計１０４名が参加しました。 

前半はボラ連世話人がボラ連登録の全４４グループを紹介し、後半は３つのジャンル（まち関

連、子ども・介護関連、外国の方々関連）に分かれた個別相談コーナーとなりました。 

 

前半は各ボランティアグループ代表者・世話人から主な活動内容、活動場所、活動時間やアピ

ールしたい事などの簡単な説明が１時間ほどありました。 

休憩・歓談タイムの後、後半の各相談コーナーでは参加者から社会活動体験受け入れ、活動場

所、運営などについて具体的な質問・応答が熱心に行われました。 

「グループを立ち上げたいと思っていますが、どうしたらよいでしょうか？」「活動にはどんな

資格が必要ですか？」などの積極的な意見交換もあり交流が深まりました。 

この集いが在校生にとって４０時間の社会活動体験のためだけではなく、卒業後の活動を充実

したものにし、ボランティアグループの卒業生にも大切な情報交換・情報発信の場となっている

喜びを感じました。 

 

第５回 在校生と人大ボラ連の集い 

まち関連コーナー 子ども・介護関連コーナー 外国の方々関連コーナー 



 

≪第２回 親睦ボウリング大会≫ 

ボウリングクラブは、同窓会のクラブの一つとして活動を始めました。 

そのクラブ主催の第２回ボウリング大会が、９月１日（金）総合文化センター隣の江戸川ヤン

グボウルで開催されました。参加者は前回よりも多く１７名でした。第１回は３ゲームのうち高

得点の２ゲームの合計でしたが、今回は３ゲームの総得点方式で実施されました。 

準備運動を各自行い、高橋実行委員長の笛の合図でスタートしました。若い頃のフォームを思 

い出しながら投げ、熱気あふれる中にも、各組和気あいあいとした雰囲気で進んでいきました。 

結果、今回の優勝者の成績は男女ともハイレベルでした。 

表彰式後に集合写真を撮り、２次会では優勝者の一言を頂き、各テーブルで大いに盛り上がり

ました。最後に「次回も来よう！よいスコアを出すぞー！！」の合い言葉で散会しました。 

次回は１１月２７日（月）に江戸川ヤングボウルで開催されます。 

 

クラブ活動 紹介 

 

 

≪編集後記≫ 

第１０期広報部会で発行する「同窓会だより」が最終号になりました。発行までのプロセス

は、編集内容を確定し担当者を決める、取材をする、原稿案を作成する、読み合わせする、写

真等についても検討する、最終チェックをして印刷業者に入稿するのが大まかな流れです。 

それぞれの段階でいろいろな配慮も必要になります。苦労もありますが、できあがったとき

の喜びもあります。この同窓会だよりが、同窓会や会員の皆さんの動きを共有できる場として

活用されることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

≪第 10 期広報部会≫ 

飯田和江（介 7）、伊藤武（介 6）、榎本清一（介 9）、衣川章嗣（まち 9） 

佐々木康次郎（介 10）、古久保和美（国８）、山内康（子１１） 

「同窓会だより」は皆さんの会費で作っています。 

≪お知らせ≫ 

★ ９月１１日（月）タワーホール船堀にて、江戸川総合人生大学第１２期生の卒業式が行われ、

７６名が卒業されました。 

★ 江戸川総合人生大学同窓会総会 １０月２４日（火）江戸川区総合文化センター・研修室 

★ 同窓会１０周年記念イベント 総会終了後に北野学長記念講演、ボランティアグループ活動 

発表、懇親会など開催予定 


